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指示代名詞 : Sa/ Se 
文脈指示的代名詞： Sa / (Sa / Se) 

























































































































































































対象との関係は E(H)=Oで表わされようい そうでない場合には， E(S)>E(H）で表わされる
ことになろう．同様にしてF ソを表わす等式，不等式は次の通りとなる. E(S) = 0,and E(H) = 









コ： E(S）口1，且つ E(H)=Oまたは E(S)>E(H);D(s, t)=O 





Oである.E(H）口0or E(S) > E(H）は話し手と聞き手が対立している状況でのみ有効であり，両

























次の例文は森本哲郎著「日本語表と裏dl（新潮文庫， 1988）の中の「やっぱり J という言葉を扱
った章から採ったものである．





「やっぱり」「やはり J は「この言葉J 「この慣用語J というようにほぼ一貫してコで指示されて
いる．次の一節はコとソの用法の対比を示していて興味深い．




はどういうことなのか， というのである． そういわれて，私は返事につまった． はて，
「やっぱり J とか「やはり」とはどういう意味なのだろう．慣用語なので私はべつにその
意味を深く考えたこともなかった． しかし， それ以来，私もテレピやラジオを注意して
きくようになった．すると， とたんに「やっぱり J とか「やはり J という言葉が気にな
りだした．気になるといよいよこの言葉が耳につくようになる．しまいにはイライラす









































































































コ： E(S）＝二1，且つ E(H)=Oまたは E(S)> E(H) ; D(s, t) = 0 
ソ： E(S）口O，且つ E(H)=lまたは E(S）くE(H);D (s, t) 立 1/2 
























Z場所に関しては， ici/ la/ la-basの三項対立が体系的にではないが認められる．
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